
NEW!GIFUウェブラーニングの活用について                      令和６年１１月２０日 

 

 

 

 

 

正答率の低い問題を見つけたとき、どうしていますか。 
 

令和４・５年度可茂地区推進校 美濃加茂市立蜂屋小学校では、次のような取り組みにつなげてみえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑誤答の状況を児童に提示し、その原因を考える活動。 

 

新機能【チェック＆スタディ】の活用状況に基づいて、ワークシートを作成しました。（3年生・4年生） 

各学校の実態に合わせてご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活用におけるアイデア等があればお寄せください。） 

                                         可茂教育事務所 教育支援課 

NEW!GIFUウェブラーニングでは、自校の正答率を県の正答率と比較して見ることができます。 

※ 利活用の状況に関わらず、県の正答率はいつでも見ることができます。 

※ データは「単元分析シートで確認できます」 ➡ 詳細は次のページをご覧ください。 



児童の正答率は、次のように見ることができます。（NEW!GIFUウェブラーニング「活用マニュアル」より） 

 


